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  丸山基幹相談員 
（神戸市内のセミナー会場） 

 
 
 
 
 
 
 

す
。
平
凡
で
も
平
穏
な
日
々
の

実
感
。
真
面
目
に
仕
事
を
し
て

い
れ
ば
い
つ
か
は
報
わ
れ
る 

安
定
感
。
昨
日
よ
り
も
今
日
今

日
よ
り
も
明
日
が
良
く
な
る

と
い
う
未
来
志
向
。
共
同
体
感

覚
。 こ

の
よ
う
な
“
ほ
ど
よ
い
”

豊
か
さ
に
裏
付
け
ら
れ
た

我
々
の
美
し
く
穏
や
か
な
生

活
を
願
う
心
性
は
も
は
や
失

わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
…
。

「
ゲ
ゲ
ゲ
の
女
房
」
が
広
く
受

け
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
そ
の
回

答
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。 

先
月
好
評
の
う
ち
に
放
送

が
終
了
し
ま
し
た
「
ゲ
ゲ
ゲ
の

女
房
」
。
放
送
時
間
も
変
更
さ

れ
、
出
だ
し
こ
そ
、
こ
の
と
こ

ろ
の
他
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
小

説
と
同
様
、
低
視
聴
率
に
喘
い

で
い
ま
し
た
が
、
７
月
に
は
連

続
し
て
視
聴
率
第
１
位
を
と

る
ほ
ど
ま
で
人
気
を
得
ま
し

た
。 高

視
聴
率
の
わ
け 

 

こ
れ
は
、
「
昭
和
と
い
う
時

代
の
あ
た
た
か
さ
」
、「
夫
婦
間 

で
静
か
に
育
っ
て
い
く
細
や

か
な
愛
情
」
を
描
い
た
物
語
で 

そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
の
職
場

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に

お
け
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
コ
ツ

に
つ
い
て
話
を
進
め
ま
す
。 

 

強
く
求
め
ら
れ
る 

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス 

 

ま
ず
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対 

策
は
、
い
く
ら
グ
ロ
ー
バ
ル

化
、
Ｉ
Ｔ
化
と
い
っ
て
も
そ
の

国
や
組
織
の
風
土
を
抜
き
に

は
組
み
立
て
ら
れ
ま
せ
ん
。
組

織
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

は
、
企
業
の
社
会
的
責
任
（
Ｃ

Ｓ
Ｒ
）
の
ひ
と
つ
と
し
て
挙
げ

ら
れ
、
国
際
労
働
機
関
（
Ｉ
Ｌ

Ｏ
）
は
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー

ク
（
人
間
ら
し
い
労
働
）
の
実

現
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
現

状
は
日
本
で
は
と
か
く
仕
事

中
心
と
な
り
が
ち
で
、
過
重
労

働
対
策
、
と
り
わ
け
実
効
性
の 

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策 

「
ゲ
ゲ
ゲ
の
女
房
」
高
視
聴
率
に
思
う
こ
と 
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良
い
と
こ
ろ
は
引
き
継
ぐ

べ
き
日
本
の
雇
用
シ
ス
テ

ム 

雇
用
安
定
と
人
材
育
成
を
重

視
す
る
日
本
の
雇
用
シ
ス
テ
ム

は
、
市
場
原
理
主
義
と
そ
の
綻

ほ
こ
ろ

び
を
見
せ
た
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ

ッ
ク
の
影
響
を
受
け
、
根
底
か

ら
揺
ら
い
で
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
良
い
と
こ
ろ
は

引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
の
で
す
。 

雇
用
不
安
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
と
関
係
の
あ
る
こ
と
は
、
不

況
時
に
自
殺
が
増
え
る
こ
と
や

失
業
と
自
殺
の
相
関
か
ら
古
く

よ
り
知
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

雇
用
形
態
の
多
様
化
が
進
展
す

る
現
在
、
そ
れ
が
働
き
方
の
選 

択
肢
を
増
や
す
反
面
、
労
働
者 

の
働
き
が
い
や
生
き
が
い
の
低

下
を
招
く
こ
と
や
メ
ン
タ
ル
ル

ス
へ
の
影
響
が
危
惧
さ
れ
る
の

で
す
。 

産業保健かわら版はホームページからもごらんになれます。 

 

本
年
４
月
か
ら
地
域
の
産
業
保
健
情
報
を
提
供
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
産
業
保
健
か
わ
ら
版
」
を
発
行
し

て
お
り
ま
す
が
、
今
回
か
ら
、
「
相
談
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
」

シ
リ
ー
ズ
を
年
４
回
程
度
連
載
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
９
月
１
３
日
（
月
）
当
セ
ン
タ
ー
産
業
保
健
セ
ミ
ナ
ー
「
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
‐
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
コ
ツ
」
の
講
師
を

担
当
し
て
い
た
だ
い
た
当
セ
ン
タ
ー
基
幹
相
談
員
の
丸
山
総
一

郎
先
生
に
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

― 

そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
コ
ツ 

― 

アプローチのコツ 

① 集団としての取組の必要性 

② 予防の重要性 

③ 正しい知識・技術の習得 

④ 多様性への配慮 



                        
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あ
る
長
時
間
労
働
対
策
が
課 

題
で
す
。
ま
た
女
性
の
職
場 

進
出
の
増
大
と
と
も
に
ワ 

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス 

（
仕
事
と
家
庭
の
調
和
）
が 

さ
ら
に
強
く
求
め
ら
れ
て
い 

く
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら 

は
、
個
人
の
対
応
に
は
限
界 

が
あ
り
集
団
と
し
て
の
取
り 

組
み
が
必
要
で
す
。 

 

予
防
の
重
要
性 

 

次
に
予
防
が
大
切
で
、
疾 

患
を
未
然
に
防
ぐ
一
次
予
防
、 

早
期
発
見
で
悪
化
を
防
ぎ
治 

癒
・
回
復
を
目
指
す
二
次
予 

防
、
職
場
復
帰
後
の
再
発
防 

止
と
し
て
の
三
次
予
防
が
あ 

り
ま
す
。
職
場
で
は
三
次
予 

防
に
追
わ
れ
が
ち
で
し
ょ
う 

が
、
発
症
数
の
減
少
や
こ
じ 

ら
せ
な
い
た
め
に
は
、
一
次 

予
防
・
二
次
予
防
へ
の
着
目 

が
望
ま
し
い
の
で
す
。 

 

偏
見
、
社
会
的
烙
印
の
助
長 

の
懸
念 

正
し
い
知
識
と
技
術
の 

習
得
が
必
要 

 

３
番
目
に
疾
患
あ
る
い
は 

患
者
さ
ん
の
理
解
に
は
、
正 
 

し
い
知
識
・
技
術
が
必
要
で 

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
職 

場
で
は
疾
病
性
よ
り
も
事
例 

性
が
重
要
と
い
い
ま
す
が
、 

今
や
労
働
者
す
べ
て
が
、
頻 

度
の
高
い
精
神
障
害
に
つ
い 

て
は
基
礎
か
ら
学
ぶ
段
階
に 

来
て
い
る
と
思
う
の
で
す
。 

と
い
う
の
も
最
近
、
精
神
科 

医
と
し
て
心
配
な
の
は
、
精 

神
疾
患
の
拡
大
解
釈
や
誤
用 

が
広
く
み
ら
れ
る
か
ら
で
す
。 

多
い
の
は
う
つ
病
（
特
に
新 

型
う
つ
病
）
、
適
応
障
害
、
（ 

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）
、
発
達
障
害
な 

ど
で
、
安
易
な
使
わ
れ
方
は 

偏
見
や
ス
テ
ィ
グ
マ
（
社
会 

的
烙
印
）
を
助
長
し
か
ね
ま 

せ
ん
。 

 

多
様
性
へ
の
配
慮 

 

最
後
に
、
雇
用
の
非
正
規 

化
、
働
く
女
性
の
活
躍
に
応 

じ
た
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
（
多 

様
性
）
へ
の
配
慮
が
不
可
欠 

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ 

て
お
き
ま
す
。
個
人
の
尊
重 

と
組
織
の
活
性
化
に
繋
が
る 

視
点
で
、
職
場
の
メ
ン
タ
ル 

ヘ
ル
ス
対
策
の
キ
ー
ポ
イ
ン 

ト
と
し
て
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

で
の
検
討
も
必
要
と
考
え
て 

い
ま
す
。 

第
１
８
回
日
本
産
業
ス
ト
レ
ス
学
会 

神
戸
で
開
催
さ
れ
ま
す 

２
０
１
１
年
１
月
２
１
日
（
金
）
２
２
日
（
土
） 

 

が
教
育
講
演
「
精
神
障
害
の

労
災
事
案
等
か
ら
学
ぶ
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
座
長
を
務

め
、
一
般
演
題
に
お
い
て
も
当

セ
ン
タ
ー
も
参
加
を
予
定
し
て

い
ま
す
。 

単
位
認
定
が
あ
り
ま
す 

○
「
日
医
認
定
産
業
医
研
修
（
生

涯
研
修
（
専
門
）
）
１
０
単
位
」 

＊
基
礎
研
修
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
産
業
医
資
格
を
お
持
ち

で
な
い
方
が
受
講
さ
れ
て
も
単

位
取
得
は
で
き
ま
せ
ん 

○
「
産
業
看
護
職
継
続
教
育
シ

ス
テ
ム
（
実
力
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
）

５
単
位
」 

 
 

          

第
１
８
回
日
本
産
業
ス
ト
レ

ス
学
会
が
２
０
１
１
年
１
月
２

１
日
（
金
）
か
ら
２
２
日
（
土
）

ま
で
神
戸
国
際
会
議
場
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
こ
の
度
は
神
戸
で

の
開
催
と
言
う
こ
と
で
、
当
セ

ン
タ
ー
、
兵
庫
県
医
師
会
も
共

催
し
て
い
ま
す
。 

今
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は

「
産
業
ス
ト
レ
ス
危
機
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
〈
優

先
す
べ
き
正
確
な
知
識
・
技
術

は
何
か
〉
」
で
す
。
２
日
間
に
わ

た
っ
て
、
基
調
講
演
、
特
別
講

演
、
教
育
講
演
、
一
般
演
題
に

よ
る
発
表
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
催
さ
れ
ま
す
。 

今
回
の
大
会
で
は
、
当
セ
ン

タ
ー
基
幹
相
談
員
の
丸
山
総
一

郎
神
戸
親
和
女
子
大
学
大
学
院

教
授
が
会
長
を
務
ら
れ
「
産
業

保
健
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
リ
テ
ラ
シ
ー
の
現
状
と
課

題
」
に
つ
い
て
基
調
講
演
を
行 

い
ま
す
。 

ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
川
島
龍

一
所
長
（
兵
庫
県
医
師
会
長
） 

 

１１月から１月に開催するセミナーのご案内 

▼
１
１
月
１
日
（
月
）
健
康
リ 

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
産
業
看 

護
（
ス
ト
レ
ス
問
題
を
中
心
に
） 

▼
１
１
月
１
５
日
（
月
）
睡
眠 

時
無
呼
吸
症
候
群
へ
の
対
策 

▼
１
１
月
１
６
日
（
火
）
職
場 

巡
視
と
基
本
的
な
労
働
衛
生
関 

係
法
令 

▼
１
１
月
１
９
日
（
金
）
職
場 

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
（
ス 

ト
レ
ス
障
害
の
予
防
と
対
策
） 

▼
１
１
月
２
４
日
（
水
）
自
殺 

予
防
に
関
す
る
研
修
会 

▼
１
２
月
２
１
日
（
火
）
職
場 

で
み
ら
れ
る
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ 

障
害
、
発
達
障
害
に
つ
い
て
（
定 

員
を
１
０
０
名
の
拡
大
し
ま
し 

た
） 

▼
１
月
７
日
（
金
）
依
存
症
に 

つ
い
て
（
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症 

を
中
心
に
） 

▼
１
月
２
５
日
（
火
）
職
場
に 

お
け
る
花
粉
症
対
策 

こ
の
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
の

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま

す
。 

詳
し
く
は
当
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
！ 

 
プログラム等詳細は「第 18 回

日本産業ストレス学会」のホー

ムページをご覧ください。 
       ↓ 
http://18-sangyo-stress.jp/ 
 


